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今回の表紙

　書面にて開催された第６１回中小企業団体九州大会のテーマを佐賀県立佐賀北高等学校芸術
科書道専攻・書道部の生徒の皆様に書いて頂きました。

（佐賀県立佐賀北高等学校芸術科書道専攻・書道部様コメント）
　佐賀北高校書道部は、年間約２０種のコンクール出品や揮毫大会に出場し技を磨く傍ら、地
域の方との連携による揮毫会や書のパフォーマンス披露などを通して、書の魅力を伝える活
動も積極的に行っています。コンクール実績や地域での活動は、県内外でも注目をいただき、
２０２０年には２５回を数える『全日本高等学校書道コンクール』で２４回の最優秀団体校賞を受賞
しています。今後も『書』を生活の中でどのように活かすかを考え、体験と出会いを糧に研
鑚を積み精進して参ります。



第６１回中小企業団体九州大会開催
新型コロナウイルスの影響により、書面にて開催し、下記４７項目の中小企業施策への意見が上程、決議されました。

～　大 会 決 議 項 目　～
Ⅰ．新型コロナウイルス感染症対策（5項目）
1.新型コロナウイルス感染症の早期収束のためのワクチンの迅速
かつ円滑な接種と地域の医療提供体制の拡充
2.感染症対策としての緊急経済対策と復興支援策の拡充
3.感染症対策としての中小企業への税制面の配慮
4.感染症拡大により危機に立たされた商店街・観光産業等向け施
策の充実化
5.感染症防止対応等ニューノーマルや新たな生活及びビジネス様
式に対応する中小企業及び連携組織に対する支援の強化

Ⅱ．総合・組織（11項目）
1.総合経済対策に基づく中小企業支援の強力な推進
2.組合等連携組織対策の拡充・強化
3.中小企業連携組織を支援する中央会予算の拡充・強化
4.各種中小企業支援策の活用環境整備
5.環境資源問題への適切な対応と支援強化
6.中小企業並びに官公需適格組合への官公需発注の増大実現
7.不公正取引の根絶並びに下請取引の適正な運用
8.エネルギーコスト低減に向けた取り組み
9.九州地域の中小企業の海外展開支援拡充
10.ものづくり補助金の予算の拡充・恒久化と地域事務局の機能強化
11.未来への投資の促進

Ⅲ．地域振興（4項目）
1.公共工事の重点配分と地元中小企業への優先発注並びにその支援
2.高速交通網整備の早期着実な推進
3.高度産業技術の多様な展開の支援強化
4.アジア圏観光客誘致拡大並びにクルーズ船観光客増加のための環境整備

Ⅳ．商業振興（3項目）
1.まちづくり・にぎわいづくり推進のための支援強化
2.中心市街地の再生及び商店街・共同店舗等商業集積の整備への
一層の支援強化及び災害対策の充実
3.インバウンド需要回復に向けた商店街事業への支援強化

Ⅴ．金融（5項目）
1.政府系中小企業金融機関における政策機能の維持・強化
2.信用組合等民間金融機関の地域金融機能の堅持
3.信用補完制度の充実・強化
4.資金繰りに困窮する事業者への金融支援の強化
5.高度化融資制度の活用拡大

Ⅵ．雇用・人材育成（8項目）
1.働き方改革に取り組む中小企業への配慮
2.雇用維持の拡充と雇用機会の確保
3.労働力確保・人材育成への対策
4.ワーク・ライフ・バランスの推進
5.地域の中小企業の実情、並びにコロナ禍の厳しい経済情勢を踏
まえた最低賃金の設定
6.次代を担う青年経営者・後継者の育成支援
7.外国人技能実習制度の拡充と適正化対策の強化
8.パワーハラスメント防止対策への配慮

Ⅶ．税制（9項目）
1.消費税の一定期間廃止とインボイス制度への慎重な対応
2.外形標準課税の中小企業への適用拡大及び租税特別措置の利用
制限等を行わないこと
3.中小企業組合関係税制の拡充・強化
4.産業廃棄物税の減免措置
5.強力な実効性のある消費税転嫁対策の実現
6.エネルギー関係税制の負担軽減
7.事業承継支援策の拡充と第三者事業承継税制の創設
8.固定資産税、自動車税等の軽減措置
9.激甚災害に指定された地域の中小法人等に対する寄付金の全額
損金算入

Ⅷ．震災・災害対策（2項目）
1.自然災害に対する防災・減災対策の徹底及び復旧・復興支援策
の継続・拡充
2.防災・減災対策に取り組む中小企業・小規模事業者に対する支
援策の充実・強化

被表彰者の皆様、おめでとうございました

佐賀県電器商業組合

理事長　松下　義孝氏

佐賀県菓子工業組合

理事長　中原　正博氏

佐賀県漬物工業協同組合

理事長　川原　啓秀氏

諸富家具振興協同組合

理事長　樺島　雄大氏

嬉野町建設業協同組合

理事長　小川　辰弘氏

肥前陶磁器商工協同組合

専務理事　藤　雅友氏

佐賀県商店街振興組合連合会

理事長　喜多島俊一氏

佐賀県左官業協同組合青年部

部長　秋丸　真樹氏

優良組合

組合功労者 優良組合青年部

九州大会表彰・本県関係の被表彰者
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　202１年７月、天山地区環境整備事業協同組合を中心とした8事業所で策定された「連携
事業継続力強化計画」が、県内で初めて認定されました!!このたび策定に至った取り組み
を、山本康徳専務理事、鍵山浩明事務局長にインタビューさせていただくことができまし
た。
　組合では、以前より新型インフルエンザ感染時のマニュアル(行動計画)作成や、佐賀市・
小城市・多久市と災害協定を結ぶなど、災害に対して非常に高い意識をお持ちでした。し
かし昨今の度重なる台風や大雨による災害、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受
け、非常時においてなによりも地域住民の生活を守らなければならないとの強い想いか
ら、組合を主体とした「連携事業継続力強化計画」の策定を進められました。
　連携型の特徴は、連携企業が被災し業務に携われない場合や、地域の被災状況によりイ
レギュラーに発生する業務によって、その企業ができなくなってしまった業務を、残りの
企業で引き受けるという計画が最大の強みとなっています。特
に大雨による災害では、日常業務にはない下水道の点検作業な
ども発生するため、サポート体制を事前に計画しておくことが
重要です。トイレの汲み取りや浄化槽の維持管理、下水道の集
合処理など、行政の認可や委託を受けて行う事業は、誰もが代
行できるものではありません。地域住民の生活を守ることを連
携企業の共通の理念とし、事業継続の目的としています。
　策定にあたっては、中央会並びに中小企業基盤整備機構の協
力を得て研修会を実施され、専門家の意見も取り入れながら計
画を策定されました。組合員で構成された「後継者の会」が策定
の中心となり、連携企業の意思疎通が図りやすかったことも計
画策定のポイントとなりました。今後は継続的に計画の見直し
を重ねながら、従業員への周知を図り、さらなる計画のブラッ
シュアップに取り組まれる予定です。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業継続力強化計画の認定制度とは
　中小企業が策定した防災・減災の事前対策に関する計画を経済産業大臣が「事業継続力
強化計画」として認定する制度です。認定を受けた中小企業は、税制措置や金融支援、補助
金の加点などの支援策が受けられます。連携型の認定を受けた企業については、単独型の
認定を受けていない場合でも支援策の活用が可能です。
　事業継続力強化計画策定のご相談は中央会まで!!

天山地区環境整備事業協同組合
県内初の連携事業継続力強化計画認定組合トピックス

鍵山事務局長に
認定書を見せて
いただきました。

POINT!!
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組合士検定試験のお知らせ

　本事業は、諸制度改正等に関連する多様なテーマに対応した講習会や専門家の派遣を行うことができ
ます。
　例えば

　□新型コロナウイルス感染症により影響を受けた組合等への経営改善等支援
　□消費税対策
　□働き方改革への対応
　□人材育成
　□生産性の向上
　□事業承継
　□特定地域づくり事業協同組合
　□その他の諸課題解決に向けた取り組み等

　無料で専門家が組合・会社の事務所に赴き、助言を行うこととしており、組合別講習会の開催もでき
ます。ご希望がある場合は、お気軽にお問い合わせください。

実 施 期 間：～令和４年１月３１日(月)
費　　   用：原則本会が負担します
開催テーマ ：諸制度改正等に関連した多様なテーマ(上記参照)
≪お問い合わせ先≫　　佐賀県中小企業団体中央会　総務部　TEL：0952-2３-４598

令和３年度諸制度改正に伴う専門家派遣等事業のご案内
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商店街の
このお店 ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　

「ダイニングキッチン　風の丘」

「しのはらレコード店」

「本岡金物店」

お店紹介

お店紹介

お店紹介

お店から一言
創業約85年のレコード店。

創業１50年の金物店。
建築資材や工具、園芸工具
など豊富な品揃えです。建
築や工場、農業関係の業者
様によくご利用いただいて
おります。

売れ筋商品は？
「makita」の充電式草刈り機、チェーンソー
あらゆる製品が充電化（コードレス化・脱エンジン）されてお
り、パワーもエンジン式に劣らず、人気です。

おすすめメニューは？
じゃらん九州ご当地グルメ
3年連続グランプリ★殿堂入り。
柔らかくてジューシー伊万里牛100％ハンバーグ
つなぎに卵・牛乳を一切
使っていない伊万里牛の
旨味を１00％味わえるハ
ンバーグです。
アレルギーのあるお子様
も安心して食べられます。

住　所：伊万里市伊万里町甲536
ＴＥＬ：0955-23-1235
営業時間：9:00～18:00
定休日：不定休（ときどき日曜日）

住　所：伊万里市伊万里町甲558
ＴＥＬ：0955-22-6155
営業時間：7:00～19:00
定休日：日曜日

今回は『伊万里駅通商店街』を取材しました。ご協力ありがとうございました。

平成3年にオープンしたレストラン。
伊万里牛ハンバーグが
食べられるのは、この

「風の丘」のほか『伊
万里食三昧』加盟店
全１0店舗です。

（のぼりが目印☞）

3年連続1位の伊万里牛を
食べにぜひお越しください。

（岩蔵グループ 代表取締役 岩本さん）

住 所：伊万里市伊万里町甲481-2 第2岩蔵ビル1階
ＴＥＬ：0955-22-6910
営業時間：11: 00～15:00、17:00～22:00
定休日：水曜日
http://www.iwakura-group.co.jp 岩蔵グループHP

演歌のお話ができるCD屋は
なかなかないので、嬉野、唐
津、多久など県内各所からお
客さんがいらっしゃいます。
子どもの頃来てくれたお客さ
んがまた来てくれて懐かしい
と喜んでくれるのも嬉しいと
のこと。

店主の門さんの明るい笑顔に元気をもらえます。

ついつい自分が好きな歌を勧めてしまいます。毎日楽しく
やっています。ぜひお立ち寄りください。　（店主　門さん）
おすすめの１曲は？

♪京太郎「泣き唄」
　優しい声に癒されます
♪池田輝郎「しぐれの酒場」
　伊万里出身
　地元が愛する民謡歌手
♪とおり健太「乗換駅」
　この新曲は踊りにも合いそう
♪中澤卓也「青いダイヤモンド」
何を歌っても上手！とにかく声がいい！デビュー当時から
応援しており、ライブイベントの時は佐世保や福岡からこ
のお店にファンの方が集まります。

一般のお客様も大歓迎
です。
専門店のプロが商品に
ついて詳しくご説明し
ます。

（（有）本岡金物店 
 代表取締役　本岡さん）

気になった曲は店内で流して
くれます。
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　 =良い（DI>３0%）、　 =やや良い（３0%≧DI>１0%)、　 =変わらない（１0%≧DI>−１0%)
　 =やや悪い（−１0%≧DI>−３0%)、　 =悪い(DI≦−３0%)

景況NEWS
令和３年７～８月分

　中央会では、県内３６業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和３年７～８月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx）からもご覧いただけます。

７月、８月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（7-8月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、8月に入って佐賀県において新型コロナウイ

ルス感染者数が急増したことから、主要指標「売上高」は、7月はマイナス5.7であったものが、8月にはマイナス58.8となり、

「収益状況」についても7月はマイナス25.7であったものが、8月はマイナス47.1と、いずれも悪化した。「業界の景況」に

ついても、７月ではマイナス22.9、8月はマイナス44.1となり、21.2ポイント悪化した。

　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、7月はプラス22.9であったが、8月にはマイナス2.9

となり、25.8ポイント悪化した。「収益状況」については、7月調査ではマイナス11.4、8月ではマイナス14.7となり、3.3

ポイント悪化した。「業界の景況」については、7月はマイナス8.6、8月にはマイナス26.5となるなど、引き続き景況感は低

迷している。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
25.７% ４2.9% ３１.４% −5.７% ４2.9% ３７.１% 20.0% 22.9%
5.9% 29.４% ６４.７% −58.8% ３2.４% ３2.３% ３5.３% −2.9%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

１2.5% 8３.３% ４.2% −8.３% ３３.３% 5４.2% １2.5% −20.8%
１2.5% ７0.8% １６.７% ４.2% １６.７% ７5.0% 8.３% −8.４%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

8.６% 88.5% 2.9% 5.７% 8.６% ７７.１% １４.３% −5.７%
8.8% 82.４% 8.8% 0.0% １１.8% ７３.5% １４.７% −2.9%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

0.0% 9４.３% 5.７% −5.７% 0.0% 88.６% １１.４% −１１.４%
2.9% 9４.2% 2.9% 0.0% 2.9% 88.３% 8.8% −5.9%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% ６8.5% 28.６% −25.７% 20.0% ４8.６% ３１.４% −１１.４%
0.0% 52.9% ４７.１% −４７.１% 20.６% ４４.１% ３5.３% −１４.７%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 80.0% １７.１% −１４.2% １１.４% ６8.６% 20.0% −8.６%
0.0% ７６.5% 2３.5% −2３.5% １１.8% ７３.5% １４.７% −2.9%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

0.0% 92.9% ７.１% −７.１% 28.６% ６４.３% ７.１% 2１.5%
0.0% 5７.１% ４2.9% −４2.9% １４.３% ６４.３% 2１.４% −７.１%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

0.0% 9７.１% 2.9% −2.9% 2.9% 9１.４% 5.７% −2.8%
0.0% 9７.１% 2.9% −2.9% 2.9% 9１.2% 5.9% −３.0%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

5.７% ６5.７% 28.６% −22.9% １４.３% ６2.8% 22.9% −8.６%
0.0% 55.9% ４４.１% −４４.１% 5.9% ６１.７% ３2.４% −2６.5%

●DI［景気動向指数］値（全業種） 上段が７月分、下段が8月分

（調査票取りまとめ：令和３年９月13日　情報連絡員総数36名：７月回答数35名：回答率97．2％、８月回答数34名、回答率94．4％）
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　���　コロナ禍で昨年も今年も需要と消費が似たような傾向になって
いる。家庭内で消費する菓子はある程度堅調だが、その中でも商
品種類によって需要が分かれ、減少傾向もみられる。また土産品
及び関連菓子等は、昨年より若干プラスに転じてきたが、人の動
き等で販売する地域、事業所によって温度差がある。全体的には
ある程度の需要はあるが、まだ従来の勢いはない。その市場環境
の中で、原材料価格関係も上昇しているので、厳しい環境は続い
ている。（7月）�
　�　８月は前半と後半で需要の流れが変わり、お盆に入る前までは
需要は良くなってきていたが、お盆期間中の大雨でお店を休業し
たり、被害が発生した事業所もあった。またコロナウイルスの感
染拡大で、まん延防止や緊急事態宣言が発令されたので、市場や
需要の流れは変わり減少傾向になった。今回は自然災害が重なり、
全体的に菓子の需要、消費は減少した。
　�　原材料関係は価格が高騰してきているので、厳しい環境になっ
ている。（8月）�

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　��　６月について、５月に続き時短要請及び大都市圏の緊急事態宣
言が影響し、業務用については変わらず減少傾向、一見昨年に比
べて数量は変わらないように見えるが、コロナ前の一昨年の数字
と比較すると大きく落ち込んでおり、回復の兆しが見られない。
県内飲食店の時短営業が解除となった今も酒販店からの注文は多
くなく、厳しい状況が続いている。現状組合員の経営状況は悪く
なっていると思われる。但し、佐賀県酒造組合では６月14日付で
GI佐賀の指定を受け、それに伴い佐賀酒全体についてメディア等
に注目されているので、何とか販売量の減少を止める起爆剤とな
る事を祈念している。
　�　また、輸出に関しては前年対比120％で伸びている。（7月）
　�　全国的な緊急事態宣言に加え、佐賀県内飲食店の時短要請も加
わり、酒類業界はコロナウイルスの影響が始まった昨年春以降一
番厳しい月となりました。（8月）

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　�　専門店、スーパーなどの売上がかなり厳しく、各商社売上低下
に悩まされています。その上ペットボトルの需要の為、全国的に
下物が去年の２～３割上昇しており、低価格の仕上ができない状

態になっており、かなり厳しい状態です。（7月）
　�　今月もかなり厳しい月で売上は低迷し、茶価は低価格帯の不足
により高くなり、また、経費などもじわじわと高くなり、利益が
出ない状態になっています。

　�　去年よりも今年度が厳しいと思われ、今後秋からの各県の見本
市なども状況が改善されることを期待し、また、国、県等の支援
などを期待し、経済が回ることを願います。（8月）

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　��　建築業では、ウッドショックによる建材（針葉樹）の高騰が収
束の目処が立たず、その影響が我々家具業界にも出ている。家具
用の広葉樹の価格上昇を始め、ベニヤ・金物・塗料そして梱包資
材に至るまで価格改定の要請が来ている。受注に関しては生活様
式の変化によるものと思われる受注増やオフィス環境の変化によ
る買い替え需要などで売上額自体は回復傾向ではあるが、販売価
格に資材高騰分の転嫁ができてない状況により、利益自体の圧迫
を余儀なくされている状況である。

　�　ウッドショックの収束に関しては、１年程度は続くとの業界関
係の情報ではあるが、落ち着いても下がることはなく高止まりで
数年は続くものと見ている。家具メーカーの価格改定も状況を見
極めているところではあるが、今年の秋から来年の春に向けての
価格改定が一つのポイントになると考えている。（7月）

　�　例年より雨が少ない梅雨が明け、連日猛暑がお盆前まで続いて
いたかと思いきや、考えられないような降雨が連日のように続き、
組合員の中には浸水被害が発生し、どこまでの災害を想定すれば
良いのか基準がわからなくなるような今回の災害であったと感じ
る。

　�　業界の景況感は、売上の減少傾向が見られ、さらに原材料や物
流コストの高騰による値上げに踏み切るメーカーが増えている状
況である。先月から若干持ち直すかとの予測も反転し、悪化の割
合が増えている状況である。コロナによる経済麻痺を始め、原材
料や様々なコストの高騰とさらなる天災、追い風要因が何一つな
い状況下である。唯一、巣篭もりによる家具インテリアの需要増
が明るいニュースではあったが、コストアップによる価格改定が
今後どのように影響を及ぼすか、注視していかねばならない。９
月からは秋需要が始まる季節ではあるが、ライフスタイルの変化
に合わせた新たな製品提案で需要喚起を呼び起こしたいものであ
る。（８月）

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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■佐賀県紙業振興協同組合　事務局　松尾雄一郎　氏
�　�　昨年よりも売上は増加しているが、コロナ前と比較すると低調と
なっている。利益も多少上向いてきていたが、重油、副資材の値上が
りが気になるところでもある。（7月）

■�佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　前月比では大きく変わる事がなかったが、前年同月比では回復
傾向にあるようだ。オリンピックが開催されたが無観客開催とい
う事で、旅行関連の動きがなく、地方の恩恵もなく、広告などの
告知印刷は相変わらず悪いままである。デジタル化に伴うデータ
処理や通販サイト作成などは需要が高まり、対応できる会社とで
きない会社での二極化が進んできているように感じる。コロナ感
染拡大５波が進んでいけば更に差が広がっていくだろう。
　�　目先の経営に不安を感じている組合員は多い。雇用調整助成金
等の補助金の再々延長など（３月まで）コロナ感染状況を見なが
ら判断願いたい。（7月）
　�　前年同月比では10%程度の回復がみられるが、前月比ではコロ
ナ感染拡大により広告などの告知が抑えられ、印刷需要に大きく
影響を与える事となった。パッケージ等の印刷物は巣ごもり需要
の恩恵を受け前月よりも数パーセント向上した。地方の首長選挙
や国政選挙の準備に関する印刷物で一部の会社は受注が伸びてい
るが、全体的には20%～30%減（従来比）が続いている。（8月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　総務課長　梅﨑泰志　氏
　���　今後の業務用食器市場を見据え、当組合主催の「さんち見本市」
を開催した。昨年よりも来場者数は増えており、積極的な取引も
見られた。
　�　当組合のモデリングマシン（石膏型切削機）も継続して稼働し
ていることから、新商品開発に関しては積極的に行われているよ
うに思える。（7月）
　�　業務用食器市場においては、引き続き復調の兆しは見られない。
前々年の数字と比較すると共販事業では45%減となっている。
　�　窯元によっては、ふるさと納税の時期に合わせ返礼品の登録を
進めたり、自社ECサイトの拡充を図る等、業務用食器（共販事業）
だけにとらわれない工夫をしているところも見られる。（8月）

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　���　７月の陶土共同販売高は、対前年同月比126.9％、対前月比
100.7％、対前々年同月比91.7％、前年度同期（４月～７月）比
136.5％、前々年度同期（４月～７月）比90.7％で推移。昨年度
末頃には多少動きが戻りつつあったなかで、４月以降再び低下、
時期や稼働日数に関係なく、最小限度の動きのまま横這いか、夏
枯れも加わって若干下降気味のように感じられる。（7月）
　�　８月の陶土共同販売高は、対前年同月比117.0%、対前月比
92.2%、対前々年同月比91.4%、前年度同期（４月～８月）比
132.3%、前々年度同期（４月～８月）比90.9%で推移。新型コ
ロナのまん延により、再び人流が制限され、動きが低下している
様に感じられる。また、全国各地で発生している災害の影響が今
後暫く続くと思われる為、先行きの見通しはかなり厳しいのでは
ないかと感じられる。（8月）

■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
　�　当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であるが、
売上や収益状況は前年同月比で増加・好転した企業が多かった。
ある企業では、産業機械部品メーカーからの発注が５、６、７月
と連続して回復し、売上・収益とも２年前程度に活況が出てきた。
　�　当団地の共同受電（19社中、17社が利用）電力使用量合計の
推移は、前年同月比が５月107％、６月108％、７月も110％と、
連続して増加傾向が出てきた。しかし、コロナ禍前の２年前の同
月比については、５月92％、６月103％、７月は90％と、まだ
まだ本格的な回復に至っていない。（7月）
　�　売上は、前年同月比で７月に比べて増加の割合が減少し、傾向
がばらついた。収益面は前年同月比で、売上の増加が少ない割に
は好転したので、引き続き継続できるか課題である。
　�　当団地の共同受電電力使用量合計の推移は、前年度同月比が６
月108%、７月110%と増加したが、８月は100%と、同水準と
なった。また、コロナ禍前の２年前の同月比については、６月は
103%と増加したが、７月90%、８月は96%と、まだ回復には至っ
ていない。（8月）

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邉浩布弥　氏
　�　組合全体としては前年、前月比でほぼ不変であるが、鉄工所は
収益状況が悪く、木型などはやや好転している。鉄筋、鋼材の価
格は毎月のように値上りし、販売・納品価格に反映させることが
出来ず、製造・加工料金など手間賃（収益の減少）の減少が見ら
れる。（7月）
　�　一部原発、役所関係の工事により組合全体でみると不変ではあ
るが鉄工所等は徐々に悪化している。（8月）

■協同組合戸上会　専務理事　牟田秀敏　氏
　��　自動車関連は、メーカーの操業停止等により帰休を実施してい
る。配電盤関連は、引き続きコロナの影響で営業活動が鈍り、受
注減少が続いている。（8月）

■協同組合鳥栖商工センター　事務局長　松雪大輔　氏
　　鳥栖市では、コロナワクチン接種が徐々に進んでいる。
　�　今回、組合による組合員企業従業員向けの職域接種を実施して
おり、８月中に２回目の接種を終える予定である。（7月）

　�　組合による組合員企業従業員向けの職域接種を完了した。希望
の人数に対して全て実施することは叶わなかったが、組合員から
は一定の評価を頂けたものと感じている。組合の存在意義を再確
認する良い機会となった。（8月）

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　�　前月比87.21％、前年比126.05％。７月の共販高数字を前々
年対比でみると55.73％と中々回復までには至っていない。今後
も緊急事態宣言、まん延防止等重点措置と、それぞれの地域拡大
による期限延長などから、個人消費は、宿泊・飲食関係における
下押し圧力が強く足踏み状態となり、商工組合員の取引にも大き
く影響し、組合共販高の今後の数字が懸念される。（7月）

　�　前月比119.95%、前年比140.49%。８月は、新型コロナウイ
ルス感染拡大による緊急事態宣言の発令地域の拡大やまん延防止
等重点措置の地域拡大が個人消費の足かせになって組合共販高に
も影響がみられた。依然として厳しい状況には変わりなく、組合
員間においても取引状況に二極化がみられた。（8月）

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏�
　��　７月に入って梅雨で雨が多くなってきて、他県では熱海市の大
雨、さらに九州では鹿児島の大雨など、生命の危機に、命を守る
行動をとってくださいなどの、自助の大切さが問われる報道がさ
れるなど、大変な時でした。

　�　農産物などの被害が気になる時期でありましたが、県内におい
ては、野菜等は順調に入荷して安定した価格であり、一方果物等
は不作等もあり、もも、ぶどう、スイカ、ナシなど高値での取引
となっています。前年と比べたら入荷数量は変わりませんが、価
格的には野菜は安くなっており、果物は高めのようです。半ば過
ぎからはコロナも増えて、県内でも（陽性者数が）多くなってき
ています。この状態が続けば、飲食店が自粛になって、また（野
菜等が）売れないようになっていくのではと懸念されます。（7月）

　�　８月に入って直ぐに雨らしい雨が降り、降りすぎると農作物な
ど盆前に影響があるのかと心配されましたが、13、14日の大雨
でとんでもない災害が発生しました。品物どころか、組合員さん
の中でも冷蔵ケースや商品が浸水して、お盆の商材は勿論ケース
等もダメになり、とんでもない被害が出てしまいました。盆どこ
ろか何日も営業できない状態でした。組合では、すぐに支援金を
募り、当組合からも支援金を補填して、被害のあった所に見舞金
として配布しました。

　�　中旬以降は、全国的な大雨の影響で青果物が激減して超高値と
なり、商人は勿論、消費者の方も大変厳しい状況だろうと思います。

　�　その上コロナも佐賀では今までにない陽性者の人数が180人以
上出て、10万人に対しての陽性者は全国でも上位に、総数でも全
国で22番目です。

　�　特に個人事業者の家族から陽性者が出たら、陰性でも同居家族
は濃厚接触者にあたり、２週間の外出禁止となり、仕事が出来な
くなり大変なことになります。組合員さんには、もしもの時の事
業継続方法を家族で話し合うように伝えています。（8月）

�
■協同組合ショッパーズかんざき（鮮魚）　理事　坂田重利　氏
　�　コロナ禍の影響で未だ売上回復せず。特に外食（居酒屋等）に
納める鮮魚店は売上減少。量販店は内食で刺身、うなぎ関連等の
動きあり。丑の日はうなぎ関連商品が動いた。（7月）

　�　月の初めは台風９号の影響で入荷量も少なく、盆の11日～16
日は大雨警報の続出、レベル５避難勧告で注文の鉢盛等キャンセ
ル続出、売上減少。後半は新型コロナの影響で売上減少。書き入
れ時の８月は大雨、コロナの影響で大幅な売上、収益の減少だっ
た。（8月）

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　�　原油価格が高騰したり、一転下落したり、再上昇する等不安定
化している。先行きの不透明感が増大。

　�　小売価格は、この１年でレギュラーガソリンが20円/ℓ以上値
上りし、フルで160円/ℓ前後まで上昇。やはり高い。（7月）

　�　８月14日、「大雨特別警報」が県内16市町（全20市町中）に発令。
この日、県内で19ＳＳ休業（県内279ＳＳ）、冠水した９ＳＳで、
１ｍ以上冠水した４ＳＳが長期休業（大町、北方、武雄）。

　�　例年８月は年間で一番ガソリン販売が多い月であるが、今年は
雨と新型コロナで散々な商い。（8月）

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　�　新型コロナウイルス感染症に伴う売上の低下が要因の一つとも
思えるのですが、昨年から少しずつ小さいながらも影響のあった
小売店数店が昨年度末前後で倒産・閉店となった。組合としても
補助金や融資の提案をしていたが、「先の見えない状況に活路を見
いだせない」との事だった。組合として何も手助けが出来なかっ
た事に憤りを感じている。

　�　現在、閉店を見据えている店舗がまだ数件あり、組合としてど
うしたらよいのかと考えあぐねている状況である。（7月）
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　県内でもまん延防止法が施行され、いろいろな飲食店や施設等の
時間短縮等が実施された事により、一部お肉の納入量が減少したよ
うだが大きな影響ではなかったようで組合としても安堵している。
　ただ、このままこの状況が長引くようならお肉の売り上げが見込
める年末への影響も考えられる為、融資でなく助成金の枠や金額等
を広げて欲しい。（8月）

■唐人町商店街振興組合　事務局　宮﨑知幸　氏
　��　佐賀のCOVID-19感染者が少なく、飲食店の売上が増加傾向で
はあるが、コロナ禍以前の売上まではいけていない状況である。
　（7月）

■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事長　緒方俊之　氏
　��　雨による被害はほとんどない。店舗によっては水が入ってこな
いように入口に土のう袋を準備するなどの対策をしていた。時短
営業については、ほとんどの飲食店が時短で営業、Barは休業し
ていた。（8月）

■伊万里駅通商店街振興組合　副理事長　本岡一蔵　氏
　��　あらゆる商品の値上げが止まりません。商品も欠品等が多いで
す。他社と競合もありますので、値上げのタイミングも難しいです。
　�　今年は梅雨明けも早く７月は天気も良かったので、前年度より
売上は少し上がりました。（7月）
　�　今月は、雨がよく降り、また盆休みなども売上にはあまり良く
ありません。また、資材の値上げも続いており、住宅の新築も少
ないようです。今後も先行きが不透明です。（8月）

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　�　九州・沖縄地区の2021年上期（１～６月）の新車販売台数は、
前年同期比12.4％増の28万7329台となり、２年ぶりに増加に転
じた。登録自動車は沖縄を除く７県、軽自動車は全８県で前年超
えした。新型コロナウイルスの感染拡大に伴う生産停止や時短営
業などで大幅な減少を強いられた前年は大きく上回ったものの、
32万台規模だった2017～19年比では、いずれも11％超の減少
となった。受注は堅調ながら、今後は半導体不足による供給の遅
延が懸念されている。
　�　なお、佐賀県でも登録自動車が前年同期比7.0％増の8653台、
軽自動車は前年同期比19.1％増の9369台となっており、新車
販売全体でも前年同期比13.0％増の1万8022台だった。軽自動
車の構成比（シェア）は、前年同期と比較して2.7ポイント増の
52.0％となっている。（7月）
　　当会の上部団体である日整連は、令和３年７月時点の「整備需
　要等の動向調査」の集計結果を公表した。
　１．�今期（令和３年１月～６月）の総整備売上高DIは2.2で、前

期に比べて40.1ポイント上昇した。また、総入庫台数DIも
　　　−3.5で、前期に比べて39.2ポイント上昇した。
　２．�来期（令和３年７月～12月）の業績予想では、予想総整備売

上高DIは−16.3で、前期に比べて22.6ポイント上昇した。
また、総入庫台数DIも-17.9で、前期に比べて24.1ポイント
上昇した。

　３．�整備業界全体の現在の景況感DIは-43.0で、前回調査時に比
べて20.8ポイント上昇した。なお、「やや悪い」、「かなり悪い」
と回答した事業者は53.2%を占めており、およそ半数の事業
者は「景気は悪い」と感じている。（8月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　�　今月は各美容室における新型コロナウイルス感染症対策が定着
したことに加え、新型コロナ発生が上中旬にかけ大幅に減少した
ことで客足が増加したが、下旬後半に新型コロナの発生が急増し、
客足が減少したものの、トータルとして売上は、前月比、前年比
とも増加した。しかしながら、都会中心に変異株が急増し、東京都、
大阪府他５県に緊急事態宣言が発せられ、隣県の福岡県にもまん
延防止等重点措置の要請が取られたことにより、県内も福岡県と
の出入りの抑制が出るなど、８月以降の美容業界にも大きな影響
が予想される。このため、引き続き新型コロナウイルス感染症対
策を緩めることなく、継続実施するよう指導した。
　�　新型コロナウイルスによる営業悪化を理由とした組合脱退や廃
業はなかった。また、金融相談面では、資金繰り悪化のために運
転資金及び設備資金の借入相談はなかった。（7月）
　�　今月は、新型コロナウイルス感染症が中旬以降急増したことや、
８月13～14日の大雨による災害が発生したにも関わらず、先月
後半から当月上旬までコロナの発生が増加傾向も穏やかに推移し
たこともあり、トータルとして先月並みの水準となった。しかし
ながら、都会中心に変異株が急増し、１都１道２府17県に「緊急
事態宣言」が発せられ、また、当県他12県に「まん延防止等重点
措置」が発せられたため、９月以降の美容業界にも大きな影響が
予想される。このため、さらなる新型コロナウイルス感染症対策
を実施するよう全組合に指導した。（8月）

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
���　�　コロナ禍で売上少し減少あり。佐賀支え愛で少し上昇しました。
（7月）

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局担当理事　森木　武　氏
　���　東京オリンピック2020の関連か、全国的に緊急事態宣言やま
ん延防止等重点措置の適用が再考されており、不安感が募る。

　�　傾向としては、やはりテレワークやリモートワーク等の対応業
務の増加もあり、ＩＴ業界の売上額としてはコロナ禍の中でも大
きな落ち込みはないと思われる。

　�　採用活動はオンライン面談が基本となっていて、採用対応に課
題感がある中での採用内定となっている。

　�　下期に向けた事業活動の動きとしては、今後の首都圏等の緊急
事態宣言解除やワクチン接種の進展によって、その活性化が期待
されるところである。（7月）

　�　コロナ対策では全国の緊急事態宣言地区も多くなり、また、佐
賀もまん延防止等重点措置の対象となった。ワクチンの供給も一
時遅延しており、構成組合員企業の社員でも接種が遅れている場
面もある。IT業界は大きな影響なく継続した事業推移をしている
と考えるが、外出自粛・出張自粛により営業活動が停滞している。
現在の営業活動はWeb会議等が主であるが、対面営業ができな
い影響は少なくない。昨年度からの営業活動停滞の影響を払拭す
るための事業活動も必要となっている。（8月）

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　���　令和３年７月の公共事業は、件数では前年同月比で10.2％の減、
前月比で12.5％の減、請負額では前年同月比11.2％の減、前月
比33.0％の減となっている。

　�　令和３年６月の住宅着工は、戸数では前年同月比3.7％の増、
前月比で14.2％の増、請負額では前年同月比は10.2％の増、前
月比で12.7％の減となっている。（7月）

　�　令和３年８月の公共事業は、件数では前年同月比で1.5％の減、
前月比で4.5％の増、請負額では前年同月比9.2％の減、前月比
28.5％の増となっている。

　�　令和３年７月の住宅着工は、戸数では前年同月比は48.0％の増、
前月比で34.9％の増、請負額では前年同月比は0.5％の減、前月
比で1.8％の減となっている。（8月）

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　�　７月度の業況調査によると組合員各社の手持工事量は１ヶ月～
６ヶ月程度、工事稼働率は30％～100％と企業間に格差が出てい
る。

　�　鋼材、副資材の価格上昇及び品不足・納期の長期化が続いてお
り、工場製作に多大な影響が出ている。

　�　材料の品不足により受注が出来ない物件が見受けられ厳しい状
況である。（7月）

　�８月は手持ち工事量１ヶ月～７ヶ月、工場稼働率30%～100%、
見積件数は少ないとの状況であった。各社の景況感に温度差があ
る。

　�仕事があっても鋼材の価格転嫁が進んでいない状況で商社が介在
する工事が増加している。商社の主導権が強まっている。

　�鋼材の手配難と価格高騰が顕著になり、新規の受注を見送るケー
スが多くなっている。鋼材の手配が最重要課題である。（8月）

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　�　第２四半期に入り、仕事量は増えてきたが、新型コロナの影響
でまだまだ先行きが見えない状況が続くと予測される。（8月）

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　工事受注額が前月比、前年同月比とも増加した。前年４月～７
月期の受注額より約10％減の受注額となり、例年並みの受注と
なっている。（7月）

　�　８月期の受注は前月期及び前年同期より減少している。９月期
以降の発注に期待している。（8月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　���　関東や関西方面発・着の荷動きは良くなく、低調である。
　�　燃料価格も前月比3円/ℓ、前年同月比で30円/ℓ程度高くなっ
ており、収益状況は厳しい状況が続いている。（7月）

　�　全体的に荷動きは良くないが、豪雨被害によりＪＲ貨物が運行
できなくなり、一時的にトラック輸送に切り替わり増加した事業
者もある。

　�　燃料単価も、前月比では若干下がったものの、前年同月比で20
円/ℓ以上高くなっており、収益状況は依然として厳しい状況が
続いている。（8月）

※文中の（オレンジ色）の箇所は、中央会・行政庁への要望事項です。
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福岡国税局
インボイス登録センター 福岡県  佐賀県  長崎県

〒810-8659
福岡市中央区天神４丁目８番28号
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「IT経営簡易診断」のご紹介（無料）

～自社の目的に沿ったＩＴ化を支援します～

　中小機構では、ＩＴ活用を検討している中小企業向けの「ＩＴ経営簡易診断」の募集を行っております。
　人間ドックのように自社のＩＴ経営をチェック＆見える化して、自社の目的・状況に合ったＩＴ化
へのきっかけ作りを行うものです。３回の面談を通して、経営課題・業務課題を全体最適の視点から
整理・見える化し、自社にあったＩＴ活用可能性を提案します。生産性向上のきっかけやコロナ禍で
ＩＴ化を含めた事業の見直しをお考えの企業にお薦めです。

■対象者　※以下の1、2に該当する中小企業
１． 　自社の経営課題・業務課題を専門家と一緒に見える化したい、ＩＴ活用可能性を検討し、生

産性向上を目指したい中小企業
２． 　特に、顧客対応・営業支援業務（フロント業務）、総務・会計・人事、労務、在庫、物流等の

間接業務（バックオフィス業務）について課題があり、改善を検討したい中小企業
■支援内容・進め方
　 　３回の面談を通して、経営課題・業務課題を全体最適の視点から整理・見える化し、自社にあっ

たＩＴ活用可能性を提案します。（全３回、概ね２か月以内）

■申込み時期・方法・費用
　〇申込み時期：202１年３月～2022年１月末
　〇申込み方法：中小機構ＨＰより　↓　
　　ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｍｒｊ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｍｅ／ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ／ｄｉａｇｎｏｓｉｓ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ
　〇費用：無料

■相談と対応例
〇テレワーク体制を構築したい
　　→テレワークに適した情報管理ツール、
　従業員の勤怠管理ツールについて、いくつ
　かを提案します。

〇営業先とのオンライン会議での営業開拓を
　求められるようになったが、何から始めれ
　ばよいか。
　 　→オンラインに適した会議ツール、社内

外のコミュニケーションツールについて、
いくつかの提案をします。

■利用した企業の声や効果
〇 　あらためて問題点を抽出・整理でき、現状優先すべき経営課題と課題解決のための大きな目標が

見えた。その中でＩＴを活用することの有用性・可能性を知ることができた。
〇 　無料とは思えないボリュームとクオリティでした。当社はＩＴに疎い者も多かったのですが、非

常に分かり易く仕上げていただいた資料でした。

中小企業の皆様へ ITに関するこんなお悩みありませんか？

中小機構 IT化支援 検索

生産性を上げたい

販路開拓を
　　　したい

IT人材を確保したい

【中小機構のIT化支援メニュー】
⇒IT経営簡易診断
⇒経営診断
⇒EC活用支援
⇒中小企業大学校による研修
⇒ECオンライン講座

中小企業の経営に関する様々な課題やお悩みに、各分野の専門家が無料で何度でも対面・電話・メ
ールとご希望の方法でお応えします。経営相談に加えて、専門家派遣事業をはじめ様々な支援施策
でIT化を支援します。

■問い合わせ先
　独立行政法人中小企業基盤整備機構　九州本部　企業支援課
　℡：０９２－２６３－０３００（ダイヤルイン）
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公益財団法人
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作者：はこふぐ

佐賀県内の焼物を擬人化したキャラの
日常を描いた4コママンガです。TG学園 『いつまでも忘れない』

「茶わん供養」
　アリタセラの南館に常設展示している「茶わん神輿」は、焼きものの神様として親しまれる「陶
山神社」の分霊が座す御神体です。陶磁器を扱う店舗が集うアリタセラでは、焼きものへの一
年の感謝の気持ちを込め、毎年、陶山神社宮司による茶わん供養の神事を行なっています。

「茶わん供養」のご利益　―厄災消除 / 子孫繁栄―
　日々使う器への感謝を込め、役目を終えた茶わんを供養することで、厄災消除の身代わり祈願となり、さらには代々に渡り食べる
ことに困らない子孫繁栄にご利益があるとされます。
　ちゃわん祭り期間中は毎日、茶わん神輿近くにて「茶わん供養」奉納の受付を承ります。
　欠けてしまったり、割れてしまった茶わん、役目を終えた愛用の茶わんをご持参ください。
　感謝の気持ちを書き添えていただいた絵馬に御霊を移し、お焚き上げをして丁重に供養させていただきます。

「アリタセラ」（有田焼卸団地協同組合）ホームページより　　https://www.arita.gr.jp/topics/chawan-kuyou/

①③

②④
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これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会総務部までご一報ください！

編集雑記

※新型コロナの状況に応じては変更や中止等もございます。詳細は各開催元にお問い合わせください。

組
合
等

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.247
令和３年９月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598���FAX.0952−29−6580

URL�http://www.aile.or.jp　E−mail�staff@aile.or.jp

◎第17回秋の有田陶磁器まつり（予定）
　 日　　程：202１年１0月9日(土)～１１月2３日(火)
　開 催 地：有田町内各所
　お問合せ：有田観光協会（0955-４３-2１2１）

今年の秋は特別に、お祭りの期間を広げてお客様をお迎えします。お気に入りの器探しはもちろん、有田焼の歴
史や技を学んだり、親子で参加できる体験に参加したり、着物を着てロマンチックな町並みをそぞろ歩いたりと、
楽しみ方もいろいろです。１１月１9日(金)からのメイン期間になると、木々が色づき紅葉狩りも楽しめますし、各商
店会ではおもてなしのプログラムをご用意しお客様をお迎えします。この秋、ぜひ有田へお出かけください。

◎肥前吉田焼辰まつり
　日　　程：202１年１0月３0日(土)～１１月３日(水)　9：00～１７：00
　開 催 地：肥前吉田焼窯元会館
　お問合せ：肥前吉田焼窯元組合（095４-４３-9４１１）

毎年１１月開催の水の神様、八大龍王さんのお祭りです。豊かな水に感謝し、陶器・お茶など嬉野ならではの特産
品の販売が行われます。

◎鍋島藩窯秋祭り
　日　　程：202１年１１月３日(水)～１１月７日(日)　 8：３0～１７：00
　開 催 地：大川内町大川内山
　お問合せ：伊万里鍋島焼会館（0955-2３-７29３）

江戸時代より鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ、今なお「秘窯の里」と呼ばれている伊万里市大川内山。その歴史
ある地で「鍋島藩窯秋祭り」が開催されます。通常より割安で焼物を購入できるイベントです。国の史跡にも指定
され、山水画のような屏風岩で囲まれた大川内山の美しい紅葉の中、お好みの焼物を求めて「秘窯の里」を散策
してみませんか。

◎2021サガ・ライトファンタジー
　日　　程：202１年１１月2日(火)～2022年１月１0日(月)　 １７：00～2４：00
　開 催 地：佐賀市中央大通り（シンボルロード）
　お問合せ：サガ・ライトファンタジー実行委員会事務局（0952-４0-７１0４）

佐賀駅南の中央大通りが煌めくイルミネーションの光に包まれます。光輝く街路樹や街なかの広場には多くのボラ
ンティアのみなさんが飾り付けたオブジェが華麗に輝き、煌めく街なかの夜の散策を楽しめます。
※初日のオープニングパレードは新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、簡易の点灯式を実施。
　クリスマスイベント（ツリー点灯式）は開催の方向で検討中です。

第73回中小企業団体全国大会
　日　　程：202１年１１月25日（木）　１４：00～
　開 催 地：神奈川県「パシフィコ横浜国立大ホール」
　大会テーマ：人を「絆（つな）ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」
　　　　　　　 　～ポストコロナは変革の時代、連携と革新で躍進する中小企業へ～

　毎年１回、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、その決意を内外に表明するとともに、国等に対して中
　小企業振興施策の確立を訴え、組合組織を基盤にして中小企業の安定的な振興発展をめざすことを目的として
　開催します。

お問合せ：佐賀県中小企業団体中央会

　規模縮小での開催を予定していた第６１回中小企業団体九州大会は、新型コロナウイル
ス感染症の急拡大の影響を考慮し、書面議決での開催となりました。議決された要望事
項は今後しっかりと国や関係機関へ要望していきます。また、栄えある表彰を受章され
た皆様は誠におめでとうございました。賞状・記念品は直接お渡しできませんでしたが、
受賞された功績はしっかりと記されました。今後益々のご活躍を祈念いたします。要望
活動は残されていますが、九州大会は一段落しました。
　次は１１月25日に神奈川県で予定されている第７３回中小企業団体全国大会の準備にな
ります。例年は団体旅行を組んで佐賀県の皆様と参加していましたが、昨年に引き続き、
今年も団体旅行を計画せず、少数での参加になりそうです(^^;
　何をするにも考えさせられ、制限されてしまいます。佐賀県でも「まん延防止等重点
措置」が導入され、当会もリモート勤務体制をとりました。趣味のサッカーも８月下旬
から９月中旬までチーム活動を自粛しました。苦渋の決断でした。自粛期間中、リモー
ト勤務日の外出といったら朝のゴミ出しとワンちゃんの散歩くらい。運動不足。晩酌ビー
ルはエブリデイ。
　行動しやすい季節「秋」になりますね(^^)
　貯め込んでしまった色々なモノを楽しく発散しましょう♪（NK）
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佐賀県火災共済の“各種共済制度”

〒840-0826 佐賀市白山2-1-12　佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

佐賀県火災共済協同組合

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

　総務省の統計によると、平成２９年の総出火件数は３万９，３７３件で、単純計算で
１日につき約１０８件の火災が発生しております（前年対比２，５４２件増加）。また、
平成３０年の西日本豪雨を代表に、近年、甚大な被害をもたらす広域災害が多数発生し、
個人・企業財産の損害リスクに備える共済（保険）の重要性が高まっております。
　火災共済では、火事で家が燃えてしまったときの補償はもちろん、台風で屋根が
飛ばされてしまった場合などの“風災”による損害や、洪水で床上浸水した場合などの
“水害”などの自然災害による損害や、窓を割られて空き巣に入られたときの“盗難”な
どの日常生活における事故も補償します。

火災や自然災害等によって、建物や家財・什器備品等に被害を受け、その損害額が数百万、数千万単位になってしまう事も珍
しくはありません。当組合では、これらの損害リスクを補償する共済をご用意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談
ください。

『火災共済』
～建物に関するリスクに備える～

建物が燃えてしまった 豪雨による土砂崩れで家が全壊した台風で屋根が飛んだ 水濡れが起きた

今月の
PICK UP!

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては普通・総合・新総合火災共済約款、および普通・総合・総合火災共済パンフレットをご覧ください。

２０１９年４月１日以降用

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済
◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2
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